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開かれた新しい国際会議“東京栄養サミット”
–成果と今後の展望–
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【前半】 東京栄養サミットに至るまで

１．栄養に関する世界の課題と取組

２．東京栄養サミットの概要

（質疑応答）

【後半】 東京栄養サミットがもたらすもの

３．サミットの成果

４．新しい国際会議

５．今後の展望

（質疑応答）

2

説明の内容
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栄養はSDGsの達成に関連



外務省 / Ministry of Foreign Affairs of Japan

栄養不良の二重負荷

１．飢餓人口の増加

(5歳未満児の栄養阻害：1.5億人)

２．子どもの低栄養

（個人・社会に与える影響（知能、生産性）

３．過栄養

（成人の肥満：6.8億人、生活習慣病）

４．高齢者・思春期の栄養
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栄養課題の多様化

栄養・食を取り巻く環境

１．保健医療サービス

２．農業・畜産・水産業

３．食産業・貿易・供給網

４．気候変動・環境影響

５．水・衛生

６．教育・食文化

（出典：JICA Magazine 12月号）
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栄養に関する国際目標の中間評価の時期

2011年<WHO>
WHO Global Monitoring Framework on
NCDs
目標４：食塩摂取量を30％減少
目標６：高血圧の25％減少
目標７：糖尿病と肥満の増加阻止

2015年<国連総会>
持続可能な開発目標（SDGs）

2016年 <国連総会>
栄養に関する行動の10年
栄養に関する国際的な行動を促す決議

2014年 <WHO>
Global Nutrition Targets 2025

2.1 ：飢餓を撲滅し，全ての人々，特に貧困層及び幼児を含む

脆弱な立場にある人々が一年中安全かつ栄養のある食料を
十分得られるようにする。
2.2 ：2025年ターゲットを達成し、あらゆる栄養不良を解消し、
若年女性・妊婦・授乳婦及び高齢者の栄養ニーズに対処する。

目標２：飢餓を終わらせ，食料
安全保障及び栄養改善を実現
し，持続可能な農業を促進する リオ・サミット

ロンドン
サミット

東京
栄養サミット
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なぜ東京栄養サミット？

 世界的なスポーツの祭典を契機として地球規模で栄養課題について考え、

取り組もうと「成長のための栄養（Nutrition for Growth：N4G）」イニシアチブ

が開始

 健康、強さ、人間の可能性の象徴であるオリンピック・パラリンピックを背景

に、世界的に栄養改善を推進しようとするもの

 オリンピック・パラリンピックのホスト国が開催する慣行で、今次東京会合は

ロンドン会合（2013年）、リオ会合（2016年）に続き、３度目の開催。
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１．背景
 英国が発案した「成長のための栄養（N4G）」イニシアチブ。
 飢餓の増大に加え、栄養不良の二重負荷の問題が深刻化。
 新型コロナ感染症により世界的に栄養状況が一層悪化。
 持続的な食料システム、気候変動等との関連。

２．目的
 世界の栄養改善に向けた効果的な施策や行動を示す
 栄養の諸課題に重層的に対応

３．テーマ
 『全ての人に食と健康と繁栄を』
 世界の援助機関や専門家に対するコンサルテーションを

経て決定された５つのテーマ（健康、食、 強靱性、説明
責任、 財源）に沿って議論

東京栄養サミットの概要（１）
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４．日程：２０２１年１２月７日～８日

７日 ハイレベル・セッション（各界からコミットメント）

８日 テーマ別セッション（３つのパネルデイスカッション中心）

５．形式：ハイブリッド形式

国内参加者は会場、海外からの参加者はオンライン

６．参加者

首脳級及び閣僚級等約６０か国 (コンゴ民、バングラ、東ティモール他）

国際機関、民間企業、市民社会、学術界の代表等、計９０名以上が発言。

（グテーレス国連事務総長、マルパス世銀総裁、フォアUNICEF事務局長、テ

ドロスWHO事務局長、ビルゲイツ氏、セーブザチルドレン他）
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東京栄養サミットの概要（２）
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テーマ 概要 ポイント 担当

1 健康
栄養のユニバーサ
ル・ヘルス・カバレッ
ジ（ＵＨＣ）への統合

● 栄養を保健政策及びUHC行動計画に統合させ、政策立案
● 栄養改善指標を保健のモニタリング・システムに統合

● 最も脆弱な人々が栄養サービスにアクセスできるような体
制及び能力強化

日本、WHO

2 食
健康的で持続可能な
フード・システムの構
築

● 入手可能で栄養価の高い食料を供給するためのサプライ
チェーンの確立

● 健康的かつ持続可能な食に対する消費者意識の変革

● 人と地球に優しい、安全かつ気候変動等の環境に配慮し
た持続可能な食料供給の促進

FAO、FCDO、
GAIN、ATNF

3 強靱性
脆弱な状況下におけ
る栄養不良対策

● 難民の栄養不良に対する国家戦略策定

● 飢餓の要因となる紛争や気候変動に対する強靱性を高め
る長期的で臨機応変な政策の策定

● 脆弱な地域における開発援助団体と人道支援団体の協調
及び役割分担

WFP、 FCDO

4 説明責
任

データに基づくモニタ
リング

● 栄養指標を測定する国のデータ・システムの強化
● 栄養政策策定のためのデータの活用
● 栄養サミットに向けたコミットメントのモニタリングを実施

BMGF、SUN、
ATNF、CSO

5 財源
栄養のための国内資
金動員と革新的資金
調達

● 栄養改善のための財源確保
● 国内資金の動員と革新的な資金調達
● 資金トラッキングのためのデータ・システム

BMGF、WB
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東京栄養サミットの５つのテーマ
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オープニング動画（テーマの紹介）

東京栄養サミットの様子は、全て、YouTubeで６言語で視聴可能
（英語、日本語、フランス語、スペイン語、アラビア語、ロシア語）

https://www.n4g-tokyo2021.jp/movie.php
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１日目：１２月７日
ハイレベル・セッション

２日目: １２月８日
テーマ別セッション

20:00～20:35 開会セッション
外務大臣による歓迎挨拶

総理開会スピーチ
コンゴ（民）大統領（ＡＵ議長）
バングラデシュ首相
東ティモール首相
エルサルバドル大統領夫人
国際機関（国連、世銀、ＷＨＯ、ＵＮＩＣＥＦ、ＦＡＯ）

ビデオ：我が国の学校給食の取組

20:35～21:40 セッション１（各国のコミットメント）
途上国12カ国、ドナー国12カ国のコミットメント発表

21:40～21:45 アスリート、若者によるメッセージ
アスリート、若者によるスピーチ

21:45～22:25 セッション２（政府外のコミットメント）
国際機関
民間企業
ＣＳＯ
学術界

22:25～22:35 閉会セッション
外務大臣
フランス外務大臣

19:00～19:10 開会セッション
農林水産大臣によるスピーチ
厚生労働大臣によるスピーチ

19:10～19:25 キックオフセッション
（「栄養に関する取組のための説明責任と財源」）

19:25～19:40 コミットメント紹介

19:40～20:40 セッション１（栄養とＵＨＣ）

20:40～20:55 コミットメント紹介

20:55～21:55 セッション２（食料システムの変革）

21:55～22:10 コミットメント紹介

22:10～23:10 セッション３（脆弱下の栄養対策）

23:10～23:25 閉会セッション
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東京栄養サミットプログラム
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コンゴ（民）
チセケディ大統

領

● ＡＵ議長国として、アフリカにお
ける栄養問題の改善を訴え。

● ５歳未満の子どもの慢性栄養不
良を２０３０年までに４２％から３
３％に引き下げ。

世銀
マルパス

総裁

● コロナからの復興に向けて人的資本
の基盤となる栄養は重要。栄養不良
の二重負荷は中長期的な成長と持続
可能な開発の課題。

● 各国における栄養分野への効果的な
介入の取組を支援。

バングラデシュ
ハシナ首相

● 栄養の主流化、栄養価の高い
食へのアクセス、脆弱者への対
応、栄養の二重負荷への取組。

● 栄養への長期的な投資、肥満防
止、財源確保、国際連携の強化
を呼びかけ。

ＷＨＯ
テドロス事

務局長

● 栄養サミットはグローバルな栄養目標
の達成のために重要。

● ＵＨＣ達成には栄養サービスへのアク
セスが必須。栄養不良の二重負荷を
含む栄養課題への対策を支援。

エルサルバドル
ブケレ大統領夫

人

● 持続可能な食料システムに向け
た取組、多様なセクター間の共
同責任を強化。

● 母乳保育の増進、５歳未満の栄
養不良・貧血・肥満の減少、低
出生体重児の減少にコミット。

ＵＮＩＣＥＦ
フォア事務

局長

● 子どもに関する栄養改善政策の強化、
消耗症の予防・早期発見・治療の加速
化を支援。

● WHOと共に「子どもの食事のためのグ
ローバルアライアンス」立ち上げ。

国連
グテーレス事務

総長

● 世界における飢餓及び不健康な
食生活の現状、栄養価の高い
安全な食品の必要性を訴え。

● 栄養サミットを通じ栄養政策の
更なる改善及びプログラムを推
進。

ＦＡＯ
チュー事
務局長

● 農業食料システムの変革を通じた健
康的な食事と栄養改善の重要性を訴
え。
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主要スピーカーの発言
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東京栄養サミットに関する報道

NHKニュース

岸田首相「栄養サミット」で3000億円
以上の支援意向表明へ

Japan Times
“Tokyo nutrition summit kicks off”

（出典：NHK）

（出典：Japan Times）
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日本の栄養政策に関する国際発信

１．動画とパンフレット

厚生労働省は、100年以上続く日本の栄

養政策のあゆみを分かりやすくまとめた

動画とパンフレットを４か国語（日本語、

英語、フランス語、スペイン語）で作成。

２．ランセット誌寄稿

林外務大臣がランセット誌（医学雑誌）に寄稿

・栄養は、人々の健康と福祉の基礎であるとともに、

持続可能な開発及び経済成長の基盤。

・世界で最も長寿の国の一つである日本は、経済成長

を遂げる前から栄養改善への投資を開始。日本は、

栄養改善に向けて国際的なコミットメントを促す。
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６６か国の政府、２６社の企業、５１の市民団体を含む、１８１の
ステークホルダーから３９６のコミットメントが提出され、２７０億
ドル以上の栄養関連の資金拠出が表明。
（参考）ロンドン会合では９０のコミットメント。４１．５億ドルの資金拠出表明。

１ 参加ステークホルダーによるコミットメント

２ 東京栄養宣言へのエンドース

成果文書には、６５か国、６０社の企業、５８の市民団体を含む
２１５のステークホルダーがエンドースを表明。

（参考）ロンドン会合では９１のステークホルダー。

３ 日本の支援

日本として、今後３年間で３０００億円（２８億ドル）以上の栄養関
連支援をプレッジ。

（参考）東京会合における主要ドナーの拠出：米国（１１０億ドル）、ＥＵ（約２８億ド
ル）、ユニセフ（２４億ドル）、アフリカ開発銀行（１３．５億ドル）、ゲイツ財団（９．
２２億ドル）、アイルランド（約９億ドル）、ドイツ（６．５億ドル）、ワールドビジョ
ン（５億ドル）、セーブザチルドレン（５億ドル）、オランダ（４．５億ドル）等
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東京栄養サミットの成果
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コミットメントの発表（政府・企業・学術）

ビデオ High Level Sessions JPN - YouTube

コンゴ民主
共和国

2030年までに飢餓ゼロ。５歳未満の子どもの慢性栄養不良を４２％
から３３％に引き下げ。多部門間の連携。国家戦略に栄養介入を組
み込み資金を調達。国・地方レベルの実践。

米国
今後３年間で最大110億ドル、そのうち30億ドルを緊急人道支援等
に充当。エビデンスに基づく活動へ投資し子どもの栄養不良を予防。

ユニセフ
30か国以上の１億人以上の子どもに消耗症の予防・発見のプログラ
ムを提供。毎年少なくとも900万人の子どもに適切な治療を提供。

WBCSD（世界
経済人会議）

職場での栄養プログラム拡大。機関投資家の飲食産業の評価基準に
栄養を加える。中小企業が消費者に健康な食品を提供。行動変容。

味の素
旨味を活用した減塩。技術革新を通じて健康に役立つ製品強化。栄
養改善に役立つ情報の提供。職場の栄養改善と職員の栄養教育。

ユーグレナ
バングラデシュ小規模農家やロヒンギャ難民の社会的支援のビジネ
スを主導。契約農家数の増加、農業生産の増加、農家の独立を促進。

日清食品
アレルギーのある人に安全な食環境。2030年迄に即席麺の肉代替原
料として植物性タンパクの使用を増加。食品廃棄量を2016年比半減。

日本栄養士会
日本の経験を活かした国際的な栄養改善に貢献。2030年を目標にア
ジアを中心に管理栄養士他の養成、栄養士制度創設の支援をする。
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 「東京栄養宣言（グローバルな成長の
ための栄養に関する東京コンパクト）」
とした会合の成果文書

 ６５か国、６０社の企業、５８の市民団
体を含む２１５のステークホルダーがエ
ンドースを表明

 「栄養は個人の健康と福祉の基礎であ
り、持続可能な開発と経済成長の基
盤」とし、会合で設定した５つのテーマ
について、「２０３０年までに栄養不良
を終わらせるため、更なる行動をとる」
とした。

20

東京栄養宣言の発出
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１．（健康）栄養のユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）への統合

保健システム強化が栄養不良改善に不可欠。UHC達成は栄養不良を終わらせるために重要。UHCに
おける栄養の主流化に向け、質が高く、手頃な栄養サービスの提供を視野に、保健システム強化のた
めの行動を取る。

２．（食）健康的な食生活の推進と持続可能な食料システムの構築

栄養を確保する強固な食料システムを構築する必要。栄養価の高い食品へのアクセス改善にコミット。
食料システムは、気候に配慮した投資の拡大や科学技術等の活用を通じ、気候変動に適応すべき。

３．（強靱性）脆弱な状況や紛争下における効果的な栄養不良対策の実施

世界の飢餓の６０％が脆弱性や紛争に影響された地域で発生。良好な栄養は人々とコミュニティの存
続の中核。栄養に加え、保健、社会保障、水と衛生、教育、農業等の強靱なシステムが必要不可欠。

４．（説明責任）データに基づく説明責任の促進

コミットメントをモニターし、更なる行動を促進するため、栄養説明責任フレームワークを立ち上げ。透明
性の向上と、データに基づく説明責任の強化にコミット。

５．（財源）栄養の財源への新たな投資の動員

栄養への投資が重要。国内外の資金による持続可能な方法での資金調達が必要。新たな資金パート
ナーや民間資金投資、革新的資金調達を含む全ての行動を歓迎。多様なステークホルダーとパートナ
ーによる大胆な新しいコミットメントを歓迎。アドバイザリーグループの包摂性を歓迎。仏政府が開催す
る次回栄養サミットへの期待を表明。
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東京栄養宣言（主要な内容）
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● 持続可能な社会の基盤となる「誰一人取り残さない日本の栄養政策」を推進。
⮚ 健康的で持続可能な食環境づくり等の政策パッケージを展開。2023年から

進捗・成果を毎年公表。

● イノベーションやデジタル化を通じ、健康的で持続可能な食料システムを構築。
⮚ 「第４次食育推進基本計画」に基づき、バランスの取れた食生活、持続可

能な食を支える食育を推進。「みどりの食料システム戦略」を通じ、国民の
豊かな食生活に資する持続可能な食料システムを構築。

● 健康経営を通じた、従業員の健康作りに取り組む企業の価値の向上を実現。
⮚ 健康経営の情報開示を行う企業を増やし、情報開示を行う上場企業の時

価総額が全体の2/3以上となること、より健康な職場環境作りを宣言する
企業を10万社以上とすることを目指す。

● 学校給食や食育の推進。
⮚ 学校給食の充実、地場産物の活用、学校教育活動を通じた食育の推進。
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日本のコミットメント（国内政策）
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● 我が国の栄養関連施策の強化を推進し、その利点を対外的に発信。
● 今後３年間、二国間及び多国間の枠組みを通じ、３０００億円（２８億ドル）以上

の支援を行う。
● ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（ＵＨＣ）の達成、持続可能な食料システムの

構築、栄養の国際目標の実現に向けて、人間の安全保障や地球の持続可能
性を考慮しながら国際支援を行う。
⮚ 栄養調査や栄養指導、母子手帳の活用、農村の生活改善や農業生産の多

様化、日本型食生活、水道整備や手洗い習慣の普及、学校給食や食育等
の日本の経験や科学技術も活用し、分野横断的な取組を推進。TICAD8を
見据え、「食と栄養のアフリカイニシアティブ（IFNA）」を推進。

⮚ 栄養改善の政策策定への技術支援、IDA等と連携した資金動員を推進する
ため、世銀関連基金（ＧＦＦ及びＳＵＮ）に70百万ドルを追加プレッジ。栄養を
含む人的資本の強化をＩＤＡ増資の重点分野に盛り込み。

⮚ ＷＨＯ拠出金を通じた栄養事業、アジア/アフリカ健康構想の下での協力。
⮚ 栄養改善事業推進プラットフォーム（ＮＪＰＰＰ）等の官民連携での栄養改善。

● 国内外の栄養改善の取組強化に向け、分野横断的な連携体制を構築。
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日本のコミットメント（国際協力）
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【前半】 東京栄養サミットに至るまで

１．栄養に関する世界の課題と取組

２．東京栄養サミットの概要

（質疑応答）

【後半】 東京栄養サミットがもたらすもの

３．サミットの成果

４．新しい国際会議

５．今後の展望

（質疑応答）
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説明の内容
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政府が主催する一般的な国際会議とは異なる進め方・体制

１．政府のみならず民間・市民社会・学術他が参加。協働で準備。
・国内外の関係者による諮問グループを設置
・民間セクター（企業グループ、途上国の中小企業）
・SUNムーブメントとの連携

２．縦割りにならない分野横断的な体制づくり
・「栄養」はクロスセクターの課題
・省庁横断的取組を提起、保健・農業・財政等の大臣が参加

３．「交渉」ではなく「行動」を重視
・成果文書の文言交渉はしない
・行動計画を発表する場として位置づけ。支援体制の構築。

25

新しい国際会議
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国際諮問グループ

• 世界の栄養関係者の意見を幅広く取り入れ、行動を促
すため、国際諮問グループを設置。

• ステークホルダーの世界代表及びテーマ別の世界代
表により構成。

• 日本政府は、同グループとの間で定期的に会合を開催
し、世界の関係者の意見を取り入れながら準備。

テーマ別ワーキンググループ（代表11名）

１．健康 WHO

２．食 FAO, FCDO（英国外務開発省）

３．強靱性 FCDO,WFP,コンサーン（NGO)

４．説明責任 ATNI, リザルツ, 世界栄養報告 (GNR)

５．財源確保 ゲイツ財団、世銀

ステークホルダー別ワーキンググループ（代表12名）

１．国連 UN Nutrition

２．ドナー エレノア・クルック財団
米国国際開発庁

３．民間セクター GAIN(Global Alliance for 
Improved Nutrition),
WBCSD(World Business Council 
for Sustainable Development)

４．市民社会 セーブザチルドレン、Nutrition 
International

５. 学術機関 Standing Together for Nutrition

６．被援助国政府 SUN

事務局

バーチャル事務局

事務局
【主な役割】 日
本政府からの指
示及び監督のも
と以下を行う（７
名）

英国外務・英連邦・開
発省（FCDO）、
UNICEF、世界栄養報
告（GNR)

世銀、Nutrition 
International (NGO

ゲイツ財団

アウトリーチ・ワ
ーキンググルー
プ
【主な役割】被援
助国に対し、サミ
ットで発表するコ
ミットメント作成を
技術支援する。

UNICEF（代表）、
FCDO 、ゲイツ財団、
WHO、Global SUN 
Movement 
Secretariat (SMS)、
USAID、GNR

コミュニケーショ
ングループ
【主な役割】ウェ
ブサイトや広報関
連の支援

ゲイツ財団、FCDO

関係省庁

厚
労
省

国際課、栄養指導
室

農
水
省

大臣官房 新事
業・食品産業部
新事業・食品産業
政策課

財
務
省

国際局開発政策
課

内
閣
府

健康・医療戦略室

文
科
省

初等中等教育局
健康教育・食育課

経
産
省

経済産業省ヘルス
ケア産業課

J
I
C

A

経済開発部、人間
開発部

外務省
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多様な関係者の参画（事務局機能）
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国連食料システサミットの概要

形態 国連事務総長主催

出席者 国連加盟各国首脳、閣僚、国際機関の長他

内容 食料システムを改革するための行動を導くための議論。

主な議題

①すべての人に安全で栄養価の高い食料へのアクセスの確保

②持続可能な消費への移行

③自然に対して良い影響のある十分な規模の生産の促進

④生計手段と価値の公平な分配の促進

⑤脆弱性、ショック及びストレスに対する強靱性の構築。

2021年9月の国連食料システムサミットとの連携
受益国における混乱や負担に留意。共同ステートメント。
(食料システムとは：食料の生産、加工、流通、調理、消費に関連
する全ての要素（環境、人、資材、過程、インフラ、制度など）とこ
れらの活動の結果全てを指す。栄養のための食環境の基盤。
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多様な分野の巻き込み（食料システム）
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具体的な行動を重視：コミットメント

 東京栄養サミットはそのコミットメントを発表する場を提供する。公表すること
により、市民や関係者がそれを知り、協力し、進捗確認する狙い。

 コミットメント作成ガイドを作成し、アウトリーチグループを結成して個別支援。

 SMARTな（具体的・測定可能・達成可能・適切・期限付き）なコミットメントを
東京栄養宣言の付属文書（ANNEX）として取りまとめた（HPに掲載）

コミットメント作成ガイド（2020年３月）
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【前半】 東京栄養サミットに至るまで

１．栄養に関する世界の課題と取組

２．東京栄養サミットの概要

（質疑応答）

【後半】 東京栄養サミットがもたらすもの

３．サミットの成果

４．新しい国際会議

５．今後の展望

（質疑応答）
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説明の内容
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• Global Nutrition Report (GNR)との協力により、国際的な栄養のコミットメント
に関する「アカウンタビリテイー・フレームワーク」を設置。

• 関係者のコミットメントは、このフレームワーク（HPに掲載）により国際専門家
のもとで進捗確認（WHO,UNICEF,FAO,WFP, ATNI(ビジネス）他も参加）

コミットメントの進捗確認
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戦略実施のための枠組・体制

東京栄養
サミットで

誓約したコミ
ットメント

政府

援助組織
（UNICEF,WHO,
FAO,WFO,ICRC
,UNRWA,SUN,U
NN、ゲイツ財団

他）

民間組織、企業
（持続可能な開発
のための世界経
済人会議、Gain

他）

市民社会
（1000days, 

Save the 
children 他）

アカデミア
（GNR

Standing 
Together for 

Nutrition

、ATNI他
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N4Gプロセス

SUNムーブメント
世界栄養報告
（GNR）

WHO総会
国連総会

G7／G20サミット

ステークホルダーのネットワーク
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例：JICAによる栄養協力
【支援方針】

• 慢性的な低栄養とともに過栄養（栄養不良の二重負荷）に対応

• 開発途上国の子どもや女性など脆弱な人々に重点

• 開発途上国の人・組織・社会の能力強化（エンパワメント）と主体性（オーナー
シップ）を重視

• 日本の経験の活用

• 保健、農業・食料、水・衛生、教育などマルチセクトラルな取組の推進

• 国内外のパートナーと連携したマルチステークホルダーによる取組の推進

• アフリカが重点地域。インド・太平洋地域への協力も積極的に実施。

（JICA）技術協力、青年海外協力隊他を通じた各国・地域における協力の展開
https://www.youtube.com/watch?v=w9r5npahJOQ （25：25）
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 何のために開催するのか。開かれた新しい国際会議を模索。

 SDGsなど国際目標達成のためには、世界的な問題意識の啓

発に加え、具体的な取組を推進（コミットメント重視）

 政府のみならず、国際機関、市民社会、民間企業、アカデミア、

個人との協働が不可欠（幅広い関係者の参加、会議は公開）

 分野横断的な取組みが効果的（食料システム、気候変動）。未

解決の課題への関心（飢餓、紛争）（主催者、招待先、議題）

 誰も取り残さない、現場のコニュニティの仕組み（分野横断的な

コミットメント、公平性）

 途上国のみの問題ではない。関心を資金プレッジに留めない。

（途上国からの資金プレッジ。先進国の政策）

 データ・成果測定の仕組み（アカンタビリテイーの枠組み新設）

 新型コロナのような予期しない状況への対応（強靭性、関連性）
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本日の発表のポイント



世界の栄養課題へのご関心、ありがとうございました


